
双方に優しい動作介助を理解し実践できる

介助する方、される方

双方に負担の少ない動作介助研修

宮 雅 紀 氏

医療法人健生会 湯田内科病院
介護老人保健施設アンダンテ伊集院 副施設長

介護予防認定理学療法士/3学会合同呼吸療法認定士
介護予防推進リーダー/地域包括ケア推進リーダー
福祉用具プランナー

力任せの介助の危険性を知り、福祉用具を活用することを目標に、

実践してみませんか？

（お問合せ先） 公益財団法人 介護労働安定センター 鹿児島支部
〒890-0064 鹿児島市鴨池新町6-6 鴨池南国ビル11階

TEL：099-255-6360 FAX：099-255-6361

賛助会員について

入会特典多数ございます！

※年度途中の加入もできます。

詳しくはこちら↓↓

令和7年度 短期専門講習

岩 森 俊 氏

医療法人恵愛会

介護老人保健施設グレースホーム 統括部長

介護予防、管理・運営理学療法士
介護予防推進リーダー／地域包括ケア推進リーダー
福祉用具プランナー

講 師

・姿勢と動作を理解するための基礎知識（座学）

・姿勢と動作の基本を理解する（実技）

・福祉用具を使用しない動作介助方法について

（実技）

・福祉用具を使用した動作介助方法について

（実技）

✐筆記用具持参

動きやすい服装で

お越しください。

令和7年

第１回11月4日（火）

第２回12月2日（火）

13:30～16:30  （3H）

鴨池南国ビル地階 第4会議室（鹿児島市鴨池新町6-6）
＊駐車場はございません。近隣の駐車場をご利用ください。

当日は実技がございますので、動きやすい服装でのご参加
をお願いします！

各回２０名 （定員に達し次第、締切となります）

会 場

定 員

受講料

講 師

研修概要

一般価格：5,000円 賛助会員：3,500円（消費税込み）

留意事項



手順１．上記二次元コード、または申込書に必要事項をすべてご記入のうえFAXにてお申込みください。
手順２．申込書受理後当センター所定の「請求書兼払込取扱票」が記載の住所に届きます。

受け取り後、お早目に受講料の振込をお願いします。（振込手数料はお申込者さまでご負担願います。）
振込確認ができた順に、受講決定となります。（領収証は振込票をもって代えさせていただきます。）

手順３．受講決定後、受講通知をメールで送付しますので、ご確認ください。
※振込確認できた方が募集定員に達した時点で募集を締切ります。
※講習開催日より14日前以降のキャンセル申し出は、原則受講料等の返還はできません。ご了承ください。
※受講申込者が定員に満たない等の理由により、中止する場合がございます。その際は、早急にご連絡し
受講料等を返還させていただきます。（払込いただいた際の振込手数料等は除きます）

※本申込書、または申込フォームに記載の受講者分を1通の「請求書兼払込取扱票」で発行します。
その他、ご要望がございましたら、ご連絡ください。

≪下記をご確認・ご了承のうえ、お申込みください≫

PCから
申込みFAXで申込み

スマホから
申込み※下記を記入し送付ください

研修番号

① １１月４日（火）

※センター使用欄
2025 46 0000

入金日 /

受付番号

法人名

事業所名
（担当者 ）

所在地 〒 ―

連絡先 （TEL） （FAX）

E-mail ＠

研修会
番号 受講者氏名

研修会
番号 受講者氏名

（ふりがな）

（ふりがな） （ふりがな）

（ふりがな） （ふりがな）

（ふりがな）

受付印

賛助会員確認欄→
（該当項目に丸印をつけてください）

賛助会員 非会員

ID

099-255-6361

https://www.kaigo-center.or.jp/
shibu/kagoshima/
上記URL（ホームページ）をクリック、
「セミナー・講習会を探す」から
申込フォーム入力にてお申込みください

② １２月２日（火）

◎受講者の個人情報（氏名・住所・電話番号等）は、当該講座に関する通知等の送付および講座実施に関する連絡、
  講座受講の際の本人確認、新規講座等のご案内の送付の範囲で利用させていただきます。
        ◎ご提供いただいた個人情報は、プライバシーポリシーに基づき、厳重に管理し、上記目的以外には使用いたしません。
        ◎上記につきまして不都合な点がございましたら、お手数ですが、支部担当者までお申し出ください。
          【個人情報に関するお問合せ先】公益財団法人 介護労働安定センター鹿児島支部 電話099－255－6360

https://www.kaigo-center.or.jp/
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